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　申請にあたって、私は以下の事項を確認し、理解しています。

大学等における修学の支援に関する法律による
授業料等減免の対象者の認定に関する申請書

　　2024年　3月　15日

国立大学法人熊本大学長　殿

　私は、貴学（貴校）に対し、大学等における修学の支援に関する法律による授業料等減免の対象者としての
認定を申請します。

　この申請書の記載事項は事実と相違ありません。なお、申請書の記載事項に事実と相違があった場合、
認定を取り消され、減免を打ち切られることがあるとともに、在学する学校から減免を受けた金額の支払
を求められることがあることを承知しています。

　授業料等減免の対象者の認定手続きにおいて、独立行政法人日本学生支援機構（以下「機構」とい
う。）を通じ、熊本大学が機構の保有する私の給付型奨学金に関する情報の送付を受けること、及び機構
が熊本大学の保有する私の授業料等減免等に関する情報の送付を受けることに同意します。

　現在、他の学校において、大学等における修学の支援に関する法律による授業料等減免を受けておら
ず、当該授業料等減免の対象者の認定申請中でもありません。

※以下のすべての項目を申請者本人が記入してください。（＊を附した項目については、該当者のみ記入する
こと。）

　
申
請
者

フリガナ クマモト　タロウ

入学年月 　　2024年　4月入学
氏　名 熊本　太郎

生年月日 （西暦）　　　　2006年　　　　　5月　　　　　1日生　（　　18歳）

現住所

〒　　860　　　－　　8555

中央区黒髪〇-×-△-◎〇○号室

過去に本制度の入学金減免を受けたことがありますか。 　ある　・　ない

所属学部・
学科等

文学部・総合人間学科 学籍番号 241-L9999

学　年 昼間・夜間・通信の別 　☑昼（昼夜開講を含む）　□夜　　□通信

過去に本制度の支援を受け
た学校名、期間(＊)

（学校名） （期間/月数）

　　年　　月～ 　　年　　月／ 　月

機構の給付型奨学金に関する情報

　（いずれかの□に✔印を付け、右欄に該当する番号を記載してください。）

　　※予約採用の採用候補者は、機構からの通知のコピーを添付すること

☑　予約採用の申込を行った者
※高等学校在学時（大学入学前）に給付奨学金に申請した者
　→採用候補者決定通知記載の登録番号

【給付型奨学金の申込の受付番号（採用候補
者となっていれば登録番号、給付奨学生と
なっていれば奨学生番号）】

□　在学(在学予約)採用の申込を行った者
※在学採用申請予定者（申告番号③，④，⑥）は記入不要
※高等専門学校等在学時に給付奨学生に採用された者
　→奨学生番号

【給付型奨学金の申込の受付番号

（給付奨学生となっていれば奨学生番号）】

Ａ様式１

記入例

Ｒ６．４月入学者は「受験番号」

を記入してください。
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この通知は、進学後の手続きに必要な重要なものです。紛失しないよう大切に保管してください。

令和６年度大学等奨学生採用候補者決定通知【提出用】

交付書類コード＝
※コードにより交付される書類が異なります。
　封筒の裏面にてご確認ください。

独立行政法人日本学生支援機構

申 込 内 容

選 考 結 果
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要
件
確
認（※

２
）

必要書類の提出（※3）
高卒後の期間、高卒認定合格（見込）
学業成績・学修意欲に関する基準
家計に関する基準
国籍・在留資格等

給付奨学金

給付奨学金（注 1） 第一種奨学金
（無利子）

第二種奨学金
（有利子）

入学時特別増額貸与奨学金
（有利子）

給付奨学金

貸与奨学金
併用貸与（※1） 第一種奨学金 第二種奨学金

貸与奨学金
入学時特別増額
貸与奨学金第１希望 第２希望 第３希望

1．申込内容及び選考結果

2．採用候補者となった奨学金の内容について

利用条件

利率の算定方法

保証制度（注 4）

返還方式

貸与額

 ************************ *********************
 ************************
 ************************
 ************************

申込時の
選択内容
（注 2）

（注 3）

注 1　給付奨学金の月額は「利用条件」欄に記載の「支援区分」、進学先の学校の学校種別、設置者（国公私）及び通学形態（自宅通学・自宅外通学）により定ま
　ります。なお、支援区分は、家計の状況により毎年度10月に見直されます。
　また、給付奨学金の支援区分に「◆」印がある人で生活保護世帯の自宅から通学する場合、又は、社会的養護を必要とする人で児童養護施設等から通学す

　　る場合の給付奨学金の月額は、月額表（「給付奨学生採用候補者のしおり」参照）に記載の（ ）内の金額になります。
注 2　貸与奨学金に係る「申込時の選択内容」に記載の内容は、「進学届」の提出時に改めて選択し直すことができます（「進学届」の提出により内容が確定し、
　　その後は変更できない等の制限が発生することがあります）。
注 3　第一種奨学金の貸与月額は、進学先の学校の学校種別、設置者（国公私）及び通学形態（自宅通学・自宅外通学）により定まる金額（「貸与奨学生採用候補
　者のしおり」参照）から「進学届」にて選択します。ただし、第一種奨学金の「利用条件」欄に「最高月額利用：不可」と印字されている場合、「最高月額」
　は利用できません（「最高月額以外の月額」からの選択となります）。また、給付奨学金を併せて利用する場合は、第一種奨学金の貸与月額が制限されます。
注 4　海外大学進学者は「機関保証制度」「人的保証制度」の両方への加入が必要です。

※ 1　併用貸与とは、第一種奨学金と第二種奨学金の両方の貸与を受けることを表します。
※ 2　 「〇」は各要件・資格等に該当、「×」は非該当（必要書類の不備が解消されていない場合や未提出の場合等の理由による判定不可を含む。）、「―」は申

込時に希望していない（もしくは希望順位の高い種類が決定した）ため未判定であることを表します。
※ 3　 「必要書類の提出」の「必要書類」とは、「奨学金確認書」、マイナンバーを提出できない場合の「所得証明書」等又は国籍・在留資格に関する証明書（該

当者のみ）等です。

（注意事項）
① 本通知に同封されている「給付奨学生採用候補者のしおり」又は「貸与奨学生採用候補者のしおり」を必ず読んでください。
② 国内大学等進学者は、裏面に記入のうえ、進学後すみやかに進学先学校に提出し、期限内に手続きをしてください。
③ 海外大学進学者は「貸与奨学生採用候補者のしおり」29ページに従って手続きを行ってください。
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支援区分：第Ⅰ区分◆

社会的養護を必要とする人

最高月額利用：可

猶予年限特例：対象

最高月額

所得連動返還方式

機関保証

月額120,000円

定額返還方式

人的保証

利率見直し方式

日本政策金融公庫の「国
の教育ローン」の申込：
不要

一時金500,000円

定額返還方式

人的保証

利率見直し方式

96000001#

u216331d
見本(藍)


